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吹
奏
楽
部
が
定
期
演
奏
会 

 

金
沢
学
院
大
学
・
金
沢
学
院

短
期
大
学
吹
奏
楽
部
の
第
十
二

回
定
期
演
奏
会
は
一
月
二
十
一

日
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
部
員
や
卒
業
生
が
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し

ま
し
た
＝
写
真
左
＝
。 

 

演
奏
会
は
二
部
構
成
で
、
第 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
部
で
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
欧
の
神

話 
 
 
 
 
 
 

話
を
イ
メ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ー
ジ
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

曲
な
ど
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
部
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

は
ミ
ッ
キ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ー
マ
ウ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ー
チ
や 

 
 
 
 
 
 
 
 

七
○
年
代 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
デ
ィ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

コ
メ
ロ
デ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ィ
ー
を
披 

 
 
 
 
 
 
 
 

露
し
ま
し 

た
。 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
就
職

模
擬
面
接
は
一
月
十
六
日
、
４

号
館
で
行
わ
れ
、
来
年
春
の
就

職
を
目
指
し
て
今
春
か
ら
本
格

的
な
就
職
活
動
を
開
始
す
る
一

年
生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
臨

み
ま
し
た
。 

 

企
業
の
採
用
担
当
者
を
招
い

て
「
面
接
官
」
を
務
め
て
も
ら

い
、
学
生
が
面
談
の
雰
囲
気
を

体
験
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
で
就
職
意
識
を
高
め
る

狙
い
で
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。 

 

て
の
こ
と
が
不
安
だ
が
、
就
職

活
動
は
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術

文
化
学
部
の
中
町
力
助

教
授
は
一
月
十
六
日
、

学
校
法
人
金
沢
学
院
に

日
本
画
「
橋
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」
（
Ｐ
10
号
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
五
年
に
描
い

た
作
品
で
、
モ
ノ
ト
ー

ン
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ

ブ
リ
ッ
ジ
が
、
大
都
会

の
緊
張
感
と
ク
ー
ル
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。 

模擬面接に臨む金沢学院短期大 
学の学生    ＝4号館３階 

 

就
職
活
動
開
始
へ
準
備
着
々 

 
就職活動を振り返る４年生の内定者＝４号館講堂 

採
用
担
当
者
に
売
り
込
み
を 

 

中
町
助
教
授
が
寄
贈
し
た
作
品 

 

面
接
官
は
学
生
に
「
社
会
人

に
な
る
と
は
？
「
ア
ル
バ
イ
ト

の
経
験
は
あ
る
か
」「
短
期
大
学

に
進
学
し
た
理
由
は
」
な
ど
と

質
問
し
、
話
し
方
や
応
答
の
内

容
に
つ
い
て
助
言
し
ま
し
た
。 

 

面
接
官
か
ら
は
面
接
の
狙
い

に
つ
い
て
、「
採
用
担
当
者
は
い

ろ
い
ろ
な
質
問
を
通
じ
て
、
皆

さ
ん
の
人
柄
や
考
え
方
を
酌
み

取
る
。
好
き
な
言
葉
は
何
か
な

ど
定
番
の
質
問
に
は
あ
ら
か
じ

め
答
え
を
用
意
し
て
お
い
た
方

が
慌
て
な
い
」
な
ど
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
の
就
職
教
育

講
座
「
内
定
者
に
聴
く
」
は
一

月
十
九
日
、
４
号
館
講
堂
で
開

か
れ
、
四
年
生
の
就
職
内
定
者

七
人
が
、
後
輩
学
生
に
、
就
職

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
助
言
し
ま

し
た
。
講
師
の
学
生
は
、
事
前

の
自
己
分
析
や
採
用
担
当
者
に

対
す
る
積
極
的
な
売
り
込
み
を

説
き
ま
し
た
。 

講
師
を
務
め
た
の
は
、
池
田

智
子
（
日
本
文
学
科
、
ア
イ･

オ
ー
・
デ
ー
タ
機
器
）
、
舟
田
め

ぐ
み
（
国
際
文
化
学
科
、
北
國

銀
行
）
、
竹
田
雄
一
（
経
営
情
報

学
科
、
小
松
鋼
機
）
、
田
中
貴
之

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
カ
ス
タ
マ 

短
大
で
緊
張
の
模
擬
面
接 

まず自分の適性を知る 
内定者が後輩に助言 

サ
ー
ビ
ス
）
、
永
田
淳
美
（
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
科
、
山
越
）
、
大
島

泰
之
（
同
、
長
野
・
オ
ノ
ウ
エ

印
刷
）
、
中
川
さ
や
か
（
文
化
財

学
科
、
北
銀
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ

ス
）
の
七
人
の
皆
さ
ん
。 

七
人
は
そ
れ
ぞ
れ
▽
面
接
は

表
情
豊
か
に
▽
わ
ざ
と
ら
し
い

く
ら
い
に
積
極
的
に
自
分
を
売

り
込
む
▽
不
採
用
に
な
っ
て
も

落
ち
込
ま
な
い
▽
ま
ず
自
己
分

析
で
自
分
の
適
性
を
見
極
め
る

▽
会
社
に
一
歩
入
っ
た
ら
面
接

開
始
の
心
構
え
を
持
つ
▽
志
望

す
る
会
社
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
る
―
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 

 

講
師
の
学
生
は
「
初
め
は
全 

中
町
助
教
授
が
自
作
を
寄
贈 

 
講演する奥田さん 

働
き
続
け
る
た
め
に
は 

 

女
子
大
卒
業
生
が
講
演 

 

金
沢
学
院
大
学
の
就
職
教
育

講
座
「
自
分
の
未
来
を
創
造
す

る
」
は
一
月
十
二
日
、
４
号
館

講
堂
で
開
か
れ
、
金
沢
女
子
大

学
の
卒
業
生
で
石
川
近
代
文
学

館
の
学
芸
員
を
務
め
る
奥
田
知

穂
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。 

 

奥
田
さ
ん
は
、
教
員
志
望
か

ら
方
向
転
換
し
た
自
ら
の
経
験

を
例
に
、
就
職
に
お
け
る
理
想

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
、
働
く
こ
と
と

働
き
続
け
る
こ
と
の
違
い
に
つ

い
て
、「
働
き
続
け
る
に
は
、
周

囲
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場

の
中
で
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
に
な

る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
試
験
無
事
終
了 

 

金
沢
学
院
大
学
な
ど
石
川
県

内
七
大
学
が
会
場
と
な
っ
て
い

る
平
成
十
九
年
度
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
は
一
月
二
十
日
、

二
十
一
日
行
わ
れ
、
本
学
会
場

で
は
全
科
目
と
も
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
が

心
配
さ
れ
た
英
語
の
リ
ス
ニ
ン

グ
試
験
は
、
本
学
で
は
四
百
十

五
人
が
受
け
ま
し
た
が
、
今
年

も
再
開
テ
ス
ト
の
希
望
が
出
る

な
ど
の
混
乱
は
一
件
も
な
く
終

了
し
ま
し
た
。 

 

日
本
画
「
橋
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」 


